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後藤さゆり* 
みなさんこんにちは。いつも司会でお話をさせていただいていますが、初めて講師とい
う大役を務めさせていただきます。近頃、若い人たちにとって、大人になる、親になると
いうことが、どうも難しいハードルのように見えているようです。生きるプロセスの中で
当たり前と思われることが、なぜそのような状況になるのか、今日はみなさんと一緒に考
えていきたいと思います。 
 みなさん、『大人のいない国』という本が出ているのはご存じでしょうか。著者のひとり
である鷲田清一先生は大阪大学の学長をされている哲学者です。このようなタイトルの本
が出てしまうほど、若者というだけでなく、日本で「大人になること」が難しいようです。
それは、年代を問わず「大人らしく」振舞うという意識が薄れたということでもあります
が、それはなぜなのでしょうか。 
 公開講座の第１回目で、東京大学の遠藤利彦先生から、人間は社会性を発達させるため
に、未熟さを優先させたというお話がありました。ですから、非常に面白いと思ったので
すけれども、大人になるということは成熟するということですから、もし、人間が共に暮
らすというために、成熟しないということを優先させたにもかかわらず、今度は成熟しな
いことによって新たな問題が発生しているのであれば、本末転倒です。 
 つまり、成熟したほうが有利であるにもかかわらず、未熟さを選択せざるをえない状況
というものが、過去にあったわけです。それが、今、私たちが生きている社会の中では、
逆にメリットとして活かされないで、デメリットとして表れてきてしまうような状況にあ
るからこそ、このような問題が生まれてくると考えられるのではないでしょうか。 
 ということで、今日は教育的な問いとしての「人間らしさ」の一つとして、「大人になる
こと」ということを考えていきたいと思います。教育的な問いといいますと、すぐに「学
校」が思い浮かぶかもしれませんが、教育という行為は、学校だけで行われているもので
はありません。学校教育が始まる前は、生活の中でいろいろなことを教わり大人になると
いうシステムが成立していました。けれども、あとで詳しくふれますが、どうも学校教育
によって大人にしようとした試みが、大人になることを遅らせているという逆説的な状況
が起きているようです。 
 今日はそういう意味から、教育的な問いとして「大人になること」ということを考えて
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いたいのですが、その結論を導くヒントとして、ハンナ・アレントの『人間の条件』とい
う本の一節をあげておきたいと思います。この方はユダヤ人で、20 世紀の思想に大きな影
響を与えたといわれているハイデッガーと、やはり著名な哲学者のヤスパースの元で学ん
だ女性です。 
 そのアレンという人が、このようなことをいっています。「人間は自分の行為の唯一の主
人たりえず、行為の結果について予め知ることができず、未来に頼ることができないとい
うのは、人間が多数性とリアリティに対して支払う代償であり、万人の存在によって各人
にそのリアリティが保証されている世界の中で他人と共生する喜びに対して支払う代償で
ある」。尐し難しいのですけれども、人間というのは、多様な人たちと共に生きるという中
で初めて生きる喜びを実感するように条件付けられている、ということをいいたいのだと
思います。そして、もう一つ大切なこととして、それゆえ、自分で予定したとおりに未来
を決定することはできないということが、この中で語られています。 
 アレントのいうリアリティという中には、彼女はユダヤ人ですのですさまじい迫害の状
況が含まれています。それを承知の上で、人間の多様性、多数性を尊重しようといってい
るところに、アレントのことばの重みがあるのではないかと思います。迫害の中で、アレ
ントは人間として認めてもらえないという体験があったわけです。ですから、周りにいる
人々から耳を傾けてもらえること、拒絶されないことが生きる意味を生み出すうえでどれ
だけ重要であるかが、このことばから伝わってくると思います。ですから、自分一人で形
成することができない未来を受容したうえで、他者と共に生きるということが喜びなのだ、
とアレントはいうのです。 
 現代はどうでしょうか。どちらかというと、自分で人生は決められるという感覚が強い
のではないでしょうか。この感覚は、アレントのリアリティとずいぶん違いがあります。
このあたりに、大人になることの難しさのヒントが隠れていると私は考えます。ですから、
結論を先取りすれば、今日の話では「共生的存在としての人間」という視点が大きなキー
ポイントになると思います。 
 では、現代より尐し前はどのような社会だったか、というところから尐し振り返ってみ
たいと思います。エリアーデの『生と再生』という本がずいぶん昔ですけれども出版され
ました。その中で、エリアーデは「近代社会の特色の一つは、深い意味を持つイニシエー
ション儀礼が消失し去ったことだ」といっています。イニシエーションというと、あまり
いいイメージがないかもしれませんが、共同体によって社会が営まれていた時代には、必
ず大人になるための儀式が存在していました。 
 その場合は、身体的、精神的に苦痛があったり、現世と分け隔てて身を清めるという意
味で、どこかへ隔離されたりするなどの特徴を持っていました。そうすることで、子ども
は大人の世界に入れてもらうわけです。ですから、そのイニシエーションを無事に終えな
ければ大人になれない、いいかえれば、儀式を終えれば、誰もが大人になれました。子ど
もは自分とは異なる世界に住む大人に対して、あこがれを持っていました。このころの大
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人の世界は、それぞれの共同体によるローカルなルールで運営され、今の学校教育で教え
られるような客観性や普遍性を重視した世界ではありませんでした。したがって、家庭で
大人にしなければいけないという認識もなく、共同体で生活することが大人になることと
直結していました。 
 たとえば、日本では子供組、若者組、娘仲間という組織がありました。親が子どもを教
育しなくても、子どもはここでの活動を通しておのずと共同体のルールを知り、また最も
重要な人間関係も築かれていきました。時代の変化とともに、現代社会では、地域独自の
活動は生活する上で必要なことではなくなりましたが、ある意味、学校教育の中では教え
きれないことが多々含まれていたということになります。農業から工業へ産業構造が移り、
だんだん共同体が弱体化したわけですから、しかたのなかった側面でもありますが、振り
返ってみると、今の社会は地域で子どもを育てるという教育的な意味を見出しにくい社会
だということになります。 
 現代は情報消費社会といわれています。ですから、ただものを大量につくりだすだけで
は駄目で、より満足のいくサービス、システムを生み出す力が求められるようになりまし
た。大人として社会で生きるためには、高度な知識や技術が必要になり、年齢を重ねれば
大人になれるという構造ではなくなりました。一方で、大人は経済活動で役立つ道具とし
ての知識や技術を持っていればいいわけではありません。大人は生理的、法的、社会的、
心理的に捉えられる多面的な能力の総体でもあります。ですから、それらすべてに対応可
能な能力を身につけることは、至難の業になりました。現代の若い人たちにとってみれば、
この多面性によって、自分の都合のいい部分だけ大人世界に生きて、認められる行為はす
るけれども、負担や責任を担うというところは、「まだ大人ではないから」と先送りして生
きることができるわけです。大人世界が生活そのものであった時代と異なり、機能ごとに
分節化可能になったことで、自分なりの大人世界をつくって生きていくというのが現代の
大人世界のありようとなったといえるかもしれません。 
 その背景には、個人化という社会の変化があります。これはベックが『危険社会』とい
う本の中で取り上げています。ベックによれば、個人化の 3 つの特徴は、歴史的に与えら
れていた社会形態や社会的結びつきからの「解放」、それによって行動に関する知識や伝統
が持っていた規範の確実性を喪失する「安定性の喪失」、さらに、それらが社会の中にまっ
たく新しい生活状況や社会的制約、制度として組み込まれる「再統合の次元」としてとら
えられます。伝統的社会では、共同体に自分が規制されることが多くありましたが、社会
の意識とシステムが変ることによって、いろいろなことを自己決定できるようになりまし
た。また、規範意識やシステムが短いスパンで変化していくので、いつも知識や価値基準
を更新せざるを得ず、その結果社会の安定性が失われてしまいます。また、これまで基盤
としてきたことがなくなるわけではなく、新たな知識・技術や価値判断によって、これま
でとは異なる枠組みで現われてくるので大変なわけです。 
 その一つとして、女性の生き方を考えてみましょう。尐し前の時代までは、女性は家庭
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の中で家族の幸せのために生きるということが人生の生きがいと考えられてきました。し
かし、現在は女性だって社会進出するのが当たり前になり、男の人と同等に社会に関わり
ながら生きることが望ましいとされる男女共同参画社会になりました。この変化は急激な
ことで、今働いている若い女性とその親では、生き方に対する価値判断は異なるでしょう。
進歩的な考えを持つ人とそうでない人とでは、結婚観や子ども観に対する考え方が大きく
異なってしまうという身近な問題の中に、ベックのいう個人化の特徴をとらえることがで
きます。もう尐しいえば、これはセクシャリティの解放としても捉えることができるわけ
で、家族形態の変化にも影響を及ぼしています。これらに関するお話は、今日のテーマで
もありますから、また後半部分でお話します。 
 ですから、個人化の進展により社会形態や結びつきから解放されて、私たちは自由にな
ったという利点もあるわけですけれども、その反面、社会から何も規制されないわけです
から、すべての生き方が私的なものと認識されるようになります。社会のあり方と大きく
かかわっているにもかかわらず、すべて個人の問題として解決していかなければいけない
と思ってしまうという欠点もあるわけです。 
 尐し違う視点からいえば、地域の中で協力しなければ生きていけないのは尐しわずらわ
しいから、より効率よく便利な仕組みにしたことで、逆に、人と人とのかかわりをもちづ
らくなってしまったわけです。都市分では、ある程度無関心でいることがマナーと考えら
れるようになる中で、孤立という問題が起こってきたかと思います。 
 個人化する社会の特徴を踏まえた上で、大人になることの条件の変化を考えてみましょ
う。一般的には、まず、職業を得て親から経済的に独立することです。さらに、結婚をし
て子どもをもつ、親になるということはどうでしょうか。我々ぐらいの年代では、大人に
なることが、結婚して独立することであっても矛盾を感じなかったと思います。それがど
うも、今の若い人たちには当てはまらないようです。 
それでは、個人化する社会では、大人になることがどういうように規定されているので
しょうか。宮本みち子先生によると「価値観や活動が安定し、自分の人生を主体的に設計
する覚悟があり、リスクに対処するための知識や技量が基本的に備わった状態に達するこ
と」です。今はベックがいうようにリスク社会ですから、このように大人の条件が定義さ
れたりするわけです。現代は、分節化されたライイベント、たとえば、就職をするか、結
婚をするか、子どもを産むか、といったことが生き方としてはじめから埋め込まれている
のではなくて、自分がいちいちそれを選択できる時代になった、つまり、すべての人に選
択可能性としてあることが現代の特徴です。ところが、それが実現可能性としては、非常
に先が見えにくいのが現状なわけです。 
そういう中で、「ポスト青年期」ということばが生まれてきました。皆さんに馴染みがあ
ることばは「青年期」で、大人の準備期間としてあるものです。その次には「若い成人期」
が設定されていました。けれども、近年、次世代育成を担う成人期というよりも、どちら
かというとまだ準備期間としての青年期という意味合いが強く、なかなか青年期から成人
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期へ移行しないために、こう名づけられるようになりました。「パラサイト・シングル」や
青年の「引きこもり」は、この「ポスト青年期」を象徴することばです。 
 「ポスト青年期」はごく最近ではなく、1970 年代半ば以降、工業化からポスト工業化、
さらに産業構造がソフト化してくる変化の中で、大都市圏を中心に高等教育の大衆化とと
もに顕在化してきました。 
 実は、伝統的な共同体では子ども期の後は成人期であり、青年期という位置づけは存在
しませんでした。ところが、学校教育を受けるようになり、教育内容の高度化によって教
育期間が延長され、大人になるための執行猶予期間として青年期が生まれてきました。近
年では、教育期間はさらに延びて、その間社会とのかかわりも十分ではないという状況が
ポスト青年期を誕生させるわけです。1990 年のバブル景気以降では、フリーターという働
き方が、若者に時間的なゆとりと経済的な豊かさを保障する役割を果たしたといわれてい
ます。バブル崩壊後は雇用が不安定になって、雇用の流動化とともに格差社会といわれる
ようになりました。経済的な不安から、親への半依存、つまり、収入があったとしても同
じ家に住んで親に依存しながら、なるべく自分の経済的な負担を減らして生活するという
スタイルが定着しました。さらに、晩婚化・非婚化によって結婚して家を出ていくという
状況が生まれにくくなりました。ポスト青年期はおよそ 30 代前半までといわれていますけ
れども、それぐらいまでに自分のやりたい仕事や生き方が決まればいいという雰囲気が親
子関係の中で定着しつつあるようです。 
 具体的な数値でいいますと、大学の進学率は 2005 年で 50％を超えて、現在 2009 年では
男女共に合わせて 56.2％にまで達しています。ですから、半分以上の若者が大学を卒業す
る 22 歳までは、親の庇護の元で生活をしているということになります。高学歴化に伴って
初婚年齢が上がっており、2008 年度は夫の初婚年齢は 30.2 歳、妻は 28.5 歳になっていま
す。女性の結婚が遅くなったというだけではなくて、夫婦の年齢差も縮まってきたという
特徴があります。女性の場合は、20 代後半～30 代前半にかけて、未婚化が非常に進んでい
ます。2000 年の国勢調査で 20 代後半の未婚率は 54％で、1970 年は 18％でしたので、こ
の 30 年間で約 3 倍に増えたことがわかります。また、男性の場合も同時期に比べて 30 代
前半が 12％から 43％になり、未婚者が 3.6 倍に増えました。ただ、私は未婚者といいまし
たけれども、未婚は結婚する意志はあるのだけれどもまだ結婚していないということです。
近頃は、そうではなくて自分から結婚しない、非婚といわれる現象も含まれているといわ
れています。 
 ですから、結婚に対する価値観も変化をしてきているようです。平成 16 年の政府の調査
では、結婚の良さとして「一人前だと感じる」「社会的に信用が得られる」「経済的な安定」
をあげる割合が非常に低くなっています。以前ですと結婚することの良さは、このような
ところに結びついていたわけです。けれども、現在はそういう点は低く、「人生の喜び」、「精
神的な安定」、「好きな人と一緒にいられる」といった情緒的な満足が挙げられているとい
う点が、結婚観の大きな変化ではないかと思います。それでも、「一人前だと感じる」「社
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会的に信用が得られる」というところで、男性の値が女性に比べて高くなっており、以前
の社会的な枠組みをみることができます。 
異なる質問で、「結婚しないで、子どもを持ってもいいと思う」と聞いた場合、男性の４
割の人が肯定をし、女性は半々でした。一方、「子どもを産み育てるのは人間の義務だから
結婚すべきだ」と答えた人はわずか数％でした。結婚を社会的な義務だと考え、社会のた
めに子どもを産むものだと考えている人は非常に減尐したということがよくわかります。 
 さらに、最近の調査で「結婚したからと言って、子どもをもつかもたないかは自由であ
る」という質問に対し、20 代の場合は 63％、30 代の人も 59％で肯定しています。つまり、
非常に高い率で子どもをもつかどうかは、個人に選択権があると考えているようです。 
 子どもの存在については、「経済的に負担が多い」「時間にゆとりがなくなる」「自分の人
生を生きるのに精いっぱい」というのが上位にあがって、子どもという存在価値も、自分
という存在を中心にして、子どもをもつが自分の幸せにつながるかという点から、リスク
の一つとして判断していることがわかります。 
 このような結果を踏まえて、ポスト青年期を捉え直すと、若者が社会的に孤立して育ち、
また家族も社会から孤立したシステムとしてなっているからこそ、パラサイト・シングル
や引きこもりが起こるのであって、ポスト青年期は豊かさの象徴であるばかりではなくて、
この社会の持つ影の部分でもあることがわかります。目立った問題行動をしていない若者
にとっても、ライフスタイルをデザインするという自由を獲得しているように見えても、
実は「本当にこんな生き方でいいのだろうか」と不安を抱え、「本当は結婚をして子どもも
もちたいけれども、できるだろうか」と、個人の問題として引き受けざるをえないという
負の側面が見えてくるわけです。 
 ですから、現代というのは豊かさや便利さと引き換えに、負の部分があるということで
す。若者が自由に人生を楽しんでいるからいつまでも大人にならない、若者がしっかりし
ないという議論は尐し的外れで、やはりそういう選択をせざるを得ない状況が社会の中か
ら生まれてきてしまっていると理解すべきだと思います。 
さて、後半では家族にスポットを当てて考えてみたいと思います。親に依存できる家族
というのは、「近代家族」という家族の形が前提にされています。「近代家族」というのは、
核家族、つまり、夫婦を中心として子どもがいるという形態が基本型になります。その特
徴は、夫婦、親子の愛情という情緒的なつながりを最も重視することです。ですから、「近
代家族」では、子ども中心主義、子どもを愛して大事に育てるということが大きな役割に
なっています。そこで、女の人は家庭を守って子育てをし、男の人は社会に出て経済的に
それを支えるという、いわゆる性別役割分業が意味をもつわけです。ですから、子どもを
大事に育てて、教育にも責任を持つのは、親として当たり前だと私たちは思ってきました。 
 ところが、家族の中でも個人化が起きています。現代はちょうど「近代家族」という形
態が変化していく過渡期といわれています。たとえば、女性は結婚して家庭に入るという
意識を象徴して、日本の女性の就業率を示すグラフはＭ字型曲線です。女性は大体二十歳
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前後で就職をします。ところがだんだん就業率が下がって 30 代の前半に一番谷を迎えて、
また就業率が上がっていきます。それはなぜかというと、結婚をして子どもを育てるとき
は、一たん仕事を辞めて、ある程度子育ての目処がたつと再就職するためです。そのМ字
の谷が昔は非常に深かったわけですが、今はずいぶん浅くなってきました。男性のように
谷が消えて無くなるには至りませんが、それでも、女性が家族も自分の人生も大事にして、
自立した個として生きましょうという風潮が出てきていることは確かです。同時に、この
ような変化に伴って、家族だけでは子育てや介護など、家族の機能とされてきたものが、
十分に果たしえなくなったわけです。そこで、社会的なサービスが担うようになりました。 
 子どもの場合は保育園などで生活の場、お年寄りの場合には介護福祉に関するサービス
がたくさんできてきました。このようなことは家族の個人化が進んでいる一つの象徴とし
てみることができます。同時に、家族ではなく、社会サービスに頼れるということは、子
育ては親でなければ駄目、介護は子どもが行うことという暗黙の了解に対する変化として
読むことができます。 
さらに、「近代家族」の形態とは異なる新しい家族像が生まれつつあります。その背景の
一つに、リプロダクションという考え方があります。リプロダクションとは人の再生産と
いうことですが、女性が産む性として社会の中に埋め込まれている時代から、そうではな
くて、自分の意志で産むか産まないかを決められるという時代になったということです。 
ですから、子どもは「授かる」というように表現しましたけれども、今はどちらかという
と「つくる」時代へと変化をしました。もうひとつは、セクシャリティという考え方です。
セクシャリティとは、社会的な行為としての性志向性です。私たちは男性が女性を好きに
なって、女性は男性を好きなるということを当然だと思っていましたけれども、やはり男
はこうあるべき、女はこうあるべきという規範的な枠によって隠されてきた部分があった
ということです。自分らしく振舞っていいという社会意識の変化から、セクシャリティの
多様性が認められてきたわけです。ですから、人の再生産、子どもをつくる時代になれば、
結婚しなくても子どもを産んでもいいではないかということが当然出てきます。また、セ
クシャリティから考えれば、男と女が父親と母親になる必要もないではないかということ
にもなってくるわけです。このことによって、家族という形もさまざまな形になるという
ことが予想されます。 
たとえば、イギリスの新聞に「ママになる 10 通りの方法」という記事が出たそうです。 
一つは、仕事にアイデンティティを感じて家事や育児を夫と協力して行うキャリアママで
す。これは日本でも多くみられるようになりました。それから、43 歳で予想外の妊娠をし
た高齢のママです。これも日本で初産が 30 代の後半の人は増えていますので、違和感はあ
りません。次からはどうでしょうか。４人の実の子どもがいるのに、不妊に悩む女性を助
けたいということで、代理母を申し出たママです。これも、まだ数値的には尐ないですが、
日本でも現実的なことになってきています。代理母として産んだほうがあれば、依頼した
ほうもママということになります。さらに、先ほども触れたように、男同士、女同士で子
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どもが欲しいと考えれば実現可能な社会になりました。5 つ目の方法は、レズビアンのママ、
６つ目がレズビアンのもうひとりのママです。この新聞記事は架空の話としてではなく、
実際の話として紹介されています。それから、シングルのママ、10 代のママ、養子を取っ
たママ、エコママです。 
現在、日本では不妊治療が高度化して子どもをつくることがたやすくなったように感じ
ますけれども、実は技術を尽くしても実子を持てない事例や、精神的・肉体的・経済的負
担から途中で断念する事例も増えているそうです。不妊治療によって子どもをつくるとい
うことは、親子の血縁関係への関心の高さを示しているといえます。一方で、不妊治療で
子どもをもつことがむずかしい夫婦は、子どもをもたないのではなく、養子縁組によって
子どもをもつ方法が考えられます。近年、こちらへの関心が高くなり、そこで注目をされ
ているのが里親制度です。この場合は、血縁関係ではなく、育てることによって生じる親
子関係に対する関心の高さを示しているといえるでしょう。ただ、現在の里親制度はあく
までも子どもの福祉を目的として定められたシステムのため、新たな課題が生じる可能性
があるというのが現状のようです。 
 日本でもイギリスで紹介されたような新たな家族像が社会的に認められていくかもしれ
ません。では、家族という形態が変化した場合、何の問題もないのかというと、やはり幾
つか問題はあると思います。ここでは社会制度上の話ではなく、親と子という関係性に着
目して考えてみましょう。親と子は「世話をする―される」という関係です。たとえば、
先ほど取り上げたレズビアンの家族の場合、生物学的な父親は当然存在するので、誕生後
の子どもとの関係に関する契約の項目に、父親になった場合には、毎月１回会うこと、子
どもの誕生日とクリスマスを一緒に祝うことが条件として入っているそうです。子どもの
側からすれば、生物学的な親を知ることや一緒に過ごすという権利が保障されることは大
切なことです。しかし、父親の側からすれば、父親は日常的には子どもと一緒にいないわ
けですから、父親から子どもへの関心は、いわゆる感情労働ではないのだろうか、という
疑問が残ります。私がインタビューしたわけではないのでわかりませんけれども、父親と
子どもは限定的な場所と時間で関係を楽しむ、満足する、特に父親は契約に対する労働で
しかないのではないか、と思えるわけです。 
いいかえれば、このような養育機能の交換関係が成立をしてくると、本来の親子関係に
内包されていた「存在の世話」の経験が喪失される可能性があるということになります。「存
在の世話」というのは、代替不可能な存在として、かけがえのない関係として「ともにあ
る」ということです。たとえば、いつも家庭の中でおしゃべりをしているときはどうでし
ょうか。「あなたは、勉強頑張っているの？」「テストで何点取れたの？」「漢字は書けるよ
うになったの？」という何らかの目的のある話しかしなかったとしたら、子どもはどう受
け止めるでしょうか。「勉強を頑張る子ども」に関心があるのであって、「私」には関心が
ないのだと感じるでしょう。そうではなくて、目的のないたわいない話をする、もしくは
ただ一緒にいるだけのコミュニケーションができるというのは、誰でも成立するわけでは
Mar. 2010 大人になること 親になること 
 
83 
なくて、代替不可能な「私とあなた」の関係だから成立しているわけです。そういう中で
は、自己満足という目的を果たす見返りのある関心ではなく、おのずと見返りのない他者
への関心が生じているわけです。 
ですから、自然とそういう冗長性の中に見返りのない関係性が成立しているときは、代
替不可能な関係が築けているということです。このような「かけがいのなさ」は、他者の
ためではなく、実は「私」という存在にとっても、とても重要なことなのです。それはど
ういうことかというと、鷲田清一先生がこんな風にいっています。私という固有性は「だ
れかに触れられていること、だれかに見つめられていること、だれかにことばを向けられ
ていること、これらのまぎれもなく現実的なものの体験のなかで、その他者のはたらきか
けの対象として自己を感受するなかではじめて、いいかえると『他者の他者』としてじぶ
んを体験するなかではじめて、その存在をあたえられる」。つまり、現代は自分のためにこ
う生きたいと考えがちですが、その根本となる自分という存在は、実は他者から向けられ
たまなざしを感じることによって成立している、つまり他者の存在なしには自分という存
在を感受しえないということなのです。 
 こう考えると、親になるということは、代替可能な関係で養育をするという関係ではな
くて、圧倒的な他者依存にある子どもと関係を結ぶということです。赤ちゃんはだれかい
なければ生命の危機にあるわけですから、その他者依存性という力を借りて、世話をする
側のほうが、他者への配慮の意味を感受することだと考えられるわけです。 
 「親になること」とは、もちろん代替可能な役割として相互承認するということも大事
ですけれども、代替不可能な関係の経験こそが、人間にとって重要なことなのではないで
しょうか。機能性重視の社会では、子育てや家族関係においても、機能性や有用性から関
係を考え、子どもや家族の存在をリスクという視点から判断しがちですが、本来子どもや
家族という他者は「私」に必要な存在であるわけです。他者は自分と異なるわけですから、
自分の思うようにできない、ある意味では不快な存在でもあります。ですから、機能性か
ら考えれば、他者との関係を軽減する方向で社会は進化してきました。けれども、「私」の
存在を感受して生きる意味を見出すためには、煩わしさが伴う「他者」との関係が絶対的
に必要なわけです。ですから、子どもや家族という関係は、社会の構成単位として機能し
ているだけでなく、「私」の存在のための意味が内包されている関係にあるということです。 
 さらに、他者依存性としての子どもとの関係は、親が自己変容する、つまりメタモルフ
ォーゼの可能性を秘めています。自分の中にあるもの、予定されていることの中だけで生
きているならば、既知性、つまり既にある決まった形から抜け出ることはできません。け
れども、子どもという未知の存在が自分にかかわることによって、未知性としての未来に
自己を開くことができるわけです。 
 親になるということは、このように考えてくると、実は次世代の養育という以外に、共
生的存在の感受、私たちは一人では生きていけないで、共に生きていくことを感じるとい
うことだといえます。ここで、初めに取り上げたアレントのことばが結びついてきます。 
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 このようなことを考えて、私を研究代表として、大森、奥田、呉、平岡、前田という本
学の教員たちでチームを立ち上げました。「親になること」の意味の再検討をして、そこか
ら見えてくる現代に即した課題を青年期のための教育プログラムとして考えてみようと計
画したところ、今年から科学研究費補助金を頂いて研究することができるようになりまし
た。今年は研究の始めとして、学生の「親になること」にかかわる意識調査を行いました。 
 調査概要や調査に基づく分析は、この原稿が掲載される研究紀要にまとめますので、こ
こでは省略をします。必要最小限のことを取り上げておくと、「親になるつもりがあります
か」と聞くと、多くの学生がなるつもりがあると答えています。この場合、女性のほうが
尐し高くて尐子化が進む社会の現実とは一見異なるように見えます。ところが、「親になっ
ている自分が想像できますか」と聞くと、尐し下がります。さらに「親になる自信があり
ますか」と聞くと、もっと減ります。特に、男の人よりも女の人のほうが親になる自信が
ないという結果が統計的に示されました。やはり女性の場合は、実際に自分で子どもを産
むわけですから、その負担感と子育てへの責任が重くのしかかっているということが推察
できます。 
 「親になる条件」として、政府が調査している項目を学生にも聞いてみました。「十分な
経済力」「ある程度の年齢」、「精神的に成熟している」「妊娠や出産に関する知識がある」「子
育てに関する知識がある」「周囲の理解があること」「十分な住居環境」「社会的な常識を持
っていること」「責任感があること」「子ども好きであること」「包容力があること」「他者
のことを考えられること」「子どもを育てる力があること」「自分より他者を優先できるこ
と」などすべて必要だと考えています。ただ、「法律的に結婚していること」というのは、
親になる条件の中では最も低い結果になりました。 
 つまり、若い学生の皆さんは親になるためにはこれだけ厳しく条件を設定しているとい
うことです。さらに「年齢」「出産に関する知識」「子育ての知識」「周囲への理解」という
半分ぐらいの項目で、男女で有意差があり、女性のほうがさらに厳しく親になる条件を設
定しているということがわかりました。そうでなければ親になってはいけいと逆に自分で
も規制をかけていると考えられ、そのように考えれば考えるほど、やはり親になることを
躊躇してしまう姿が見えてくるわけです。 
 最後にまとめます。現代はリスク社会だといわれています。つまり、リスクかどうかと
いうことを考える力は、自分で未来を先取りして自分がいいと考える方に決定づけようと
する計画力のことです。ですから、そういう力を求められているということは、先読みを
する力を持たなくては損をする状況にあるということです。また、よくコミュニケーショ
ン能力を高めるということがいわれます。これもよく考えてみると、コミュニケーション
スキルを身に付けて、他者との関係をうまくいくようにコントロールしようとする力だと
いえるわけです。こうしてみると、現代はすべてがコントロール重視で、予測できないこ
とには手を出さないほうがいいということになります。そうすると、結婚もうまくいくか
どうかは他者との関係次第だからどうなるか予測できないのでやめておこう、子どもをも
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つことも先が読めないのでやめておこう、という風潮にあるということです。 
 ところが、これまで見てきたように私たち人間というのは、他者なしでは実は生きる意
味を見出すことができない存在なわけです。同様に、アレントがいうように、主体的にコ
ントロールするということができない、未来や他者との関係こそが、自分が生きていると
いう意味や自分が今ここにいるということの意味を創出しているのだ、といえるのではな
いかと思います。そういった意味で、「待つことの力」、他者を待ち受ける力は、現代では
意味を持たなくなりつつありますが、とても大切な力だと思います。なぜならば、「待つ」
ということは、能動的ではなく、受動的なかかわり方で、未来に向けて何の予測をしない
ということを意味しています。ですから、「待つことの力」は、時間や自己に対して開かれ
た状態でいるための能力として現代こそ必要な力です。私たちは、個人化する社会にある
からこそ、自分でリスクの判断をするだけではなく、他者との関係性の中で生きていくと
いうことが一番大事であり、生きるうえで、大人になっていくうえで、他者とのかかわり
なしにそういうことは起こりえないということです。 
 同様の視点で考えれば、「親になること」にも養育とは異なる意味が見いだせます。「待
つことの力」を最も要求される行為が、「親になること」といえるでしょう。また、アフリ
カのことわざの中に、「一人の子どもを育てるためには、村じゅうの人の力が必要である」
ということわざがあるそうです。ですから、これから子育てをするときも、すべてが親と
いう個人の能力のせいにする見方を捨てて、人と人とのつながりを大事にして、地域の中
で社会的な存在として子どもを育んでいく視点を持つことが、とても大事になってくると
思います。共同体の捉え方も、自分を拘束する存在として考えるのではなくて、かけがえ
のない他者として人との関係をつくるための存在として考え直してみることが大事ではな
いでしょうか。このように考えるとき「親になること」の現代的意義が見えてくると思い
ます。この講演を機会に、あらゆる出会いの場の中で、たわいのない話ができて、お茶飲
みができるような関係が広がっていくということこそが、結構人生を豊かにしていくとい
うことを再確認していただけたらありがたいと思います。 
 ご清聴ありがとうございました。 
